
写
真
を
撮
る
民
俗
学
者

宮
本
常
一
（
1
9
0
7
～
1
9
8
1
）
は

日
本
の
写
真
史
に
名
前
を
刻
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
写
真
家
で
は
な
く
、
綿
密
な

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
い
て
多

く
の
著
作
を
残
し
た
民
俗
学
者
で
あ
る
。

し
か
し
彼
に
は
、『
宮
本
常
一 

写
真
・

日
記
集
成
』（
全
2
巻
・
別
巻
1
）
と
い
う

大
部
の
出
版
物
が
あ
り
、
そ
の
付
録
で

荒
木
経
惟
、
森
山
大
道
と
い
っ
た
有
名

写
真
家
が
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
て
い
る

よ
う
に
、
た
ん
な
る
ス
ナ
ッ
プ
を
超
え

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
。

宮
本
は
実
業
家
・
渋
沢
敬
三
が
自
邸

に
開
い
た
私
設
研
究
組
織
「
ア
チ
ッ

ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
」
の
所
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、宮本常一《天満署と天満宮鳥居》　所蔵／周防大島文化交流センター

そ
の
自
己
形
成
は
大
阪
時
代
に
培
わ
れ

た
も
の
だ
っ
た
。
山
口
県
の
瀬
戸
内
海

に
浮
か
ぶ
周
防
大
島
で
生
ま
れ
た
宮
本

は
、
15
歳
の
と
き
桜
宮
に
あ
っ
た
逓
信

講
習
所
に
通
う
た
め
大
阪
で
暮
ら
し
始

め
る
。
そ
の
後
、
高
麗
橋
郵
便
局
に
勤

務
し
な
が
ら
大
阪
府
天
王
寺
師
範
学
校

に
通
い
、
泉
州
の
い
く
つ
か
の
尋
常
小

学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
戦
中
・
戦
後

は
堺
市
鳳お

お
と
りに
住
み
、
大
阪
府
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
、
農
作
物
の
栽
培
指
導
に
注
力

し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

宮
本
は
郵
便
局
勤
め
の
時
期
、
釣
鐘

町
（
当
時
は
大
阪
市
東
区
、
現
在
は
同
中
央
区
）

文
字
情
報
の

混
在
し
た
写
真
的
風
景

の
長
屋
で
暮
ら
し
て
、
大
阪
市
中
の
散

歩
を
趣
味
に
し
て
い
た
。

「
た
だ
歩
く
こ
と
が
好
き
で
あ
り
、
働

い
て
い
る
人
の
姿
や
顔
も
見
る
の
が
好

き
で
あ
っ
た
。
堂
島
川
や
土
佐
堀
川
に

沿
う
て
歩
き
、
さ
ら
に
そ
の
さ
き
の
安

治
川
を
川
口
の
天
保
山
ま
で
歩
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
。」（『
民
俗
学
の
旅
』）

上
の
写
真
は
1
9
5
9
年
10
月
13

日
に
、
大
阪
市
北
区
西
天
満
一
丁
目
付

近
、
堂
島
川
べ
り
の
天
満
警
察
署
前
に

立
つ
天
満
宮
鳥
居
を
写
し
た
一
枚
で
あ

る
。
宮
本
は
堂
島
川
に
架
か
る
「
鉾ほ

こ

流な
が
し

橋
」
の
上
か
ら
カ
メ
ラ
を
構
え
た
は
ず

だ
が
、
こ
の
川
べ
り
は
、
天
神
祭
の
宵

宮
に
船
を
出
し
、
神
鉾
を
流
し
て
、
御

旅
所
を
定
め
る
た
め
の
「
鉾
流
神
事
」

が
行
わ
れ
る
。

こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
と
き
、
宮
本

は
大
阪
を
離
れ
て
い
た
が
、
昔
馴
染
み

の
懐
か
し
さ
と
と
も
に
、
警
察
署
と
鳥

居
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
情
報
の
混
在
と

い
う
写
真
的
風
景
に
惹
か
れ
て
、
思
わ

ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

宮み

や

本も

と

常つ

ね

一い

ち

は
た
な
か
・
あ
き
ひ
ろ
　
1
9
6
2
年
大
阪

生
ま
れ
。
民
俗
学
者
。
編
集
者
と
し
て
『
月

刊
太
陽
』
の
ほ
か
、
荒
木
経
惟
、
佐
内
正
史
、

石
川
直
樹
ら
の
写
真
集
を
手
が
け
る
。
著
書

に
『
天
災
と
日
本
人
』『
21
世
紀
の
民
俗
学
』

『
死
者
の
民
主
主
義
』『
廃
仏
毀
釈
』『
宮
本

常
一
』『
関
東
大
震
災
』
ほ
か
、
共
著
に
『
宮

本
常
一
と
写
真
』
が
あ
る
。

日
本
の
写
真
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
大
阪
の
偉
大

な
写
真
家
た
ち
。
そ
の
写
真
家
が
写
し
出
し
た
作

品
か
ら
、
大
阪
の
都
市
の
様
相
を
振
り
返
る
。
第

２
回
は
宮
本
常
一
の《
天
満
署
と
天
満
宮
鳥
居
》。

写

真

家
と
大
阪

畑

中

章

宏

第

2
回
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